
 

 

 

  

死、いのちを考え、 

 

日常を生きる。 

大人にこそ共感できる絵本がたくさんあるのに、いつも子供用のコーナーでひっそりしています。 

そんな絵本を手に取ってほしくて、今回特集しました。 

「死」を考えることは「いのち」を考えること。「いのち」を感じながら日常を新しい気持ちで過ごせればと願い、生活

が楽しくなるヒントになる本もあります。 

この機会にぜひ、絵本を味わってみて下さい。 

たとえば・・・・ 

髙 橋 和 枝  作 ・ 絵  

生きるヒント 

『あら、そんなの！』 

 
偕成社 
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